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論　　文　　の　　要　　旨
　オリーブ核から蝸牛へむかう遠心性のolivo－coch1ear　bund1eに電気刺激を与えることにより，聴神
経の誘発反応が減少することから，この遠心性神経東は，聴覚において抑制的に働いていると考えら
れているが，その抑制が，どのような役割を担っているのかについては統一した見解が得られていな
い。本研究では，モノレモヅトのohvo－cochlear　b㎜dleを破壌して，その影響を，電気生理学的手法を
用いて観察し，olivo－coch1ear　bund1eの機能を調べることを目的とした。
　第1章では，聴覚の解剖学的及び生理学的基礎を概説し，第2章では，o1ivo－coch1ear　b㎜d1eに関す
る先行研究を整理することにより，問題点をあきらかにした。
　第3章では，o1ivo－coch1ear　b㎜dieの破壌により，聴性誘発反応にどのような影響が生じるかにつ
いて，実験1，皿，孤を行なった。モルモットの第四脳室底で交差するCOCB（cmssed　olivo－
coch1ear　bund1e）を切断し，蠣牛正円窓導出によるCAP（聴神経複合活動電位），CM（蝸牛マイクロ
フォソ電位）及び，頭皮上からABR（聴性脳幹反応）を記録した実験1では，COCB切断の前後の
CAP，CM，ABRのいずれにおいても特に変化は観察されず，COCBによる抑制機能は，今回の実験条
件下では観察できないことが示された。
　これに対し，COCB及びUCOCB（㎜crossed　o1ivo－coch1ear　b㎜d1e）を含む前庭神経をメスにより
切断した実験瓦一aでは，検査した19耳中15耳において，CAPのP1成分が著しく減少，あるいは消
失し，波形のbroadeni㎎現象がみられた。このbmadな波形は，IS亙（interstimu1us　i耐ervai）を短く
することにより，adaptation現象を示し，聴神経に由来するものであることが確認された。実験I－
bでは，蝸牛神経への障害を最小限にするため，より局所的に神経を破壌できるアルゴソレーザー照
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射により前庭神経に障害を与え，蝸電図を観察した。その結果，実験1－a同様にP1の減少が認め
られた。有毛細胞に由来するCMには，前庭神経切断の前後で変化が認められず，また組織学的にも
有毛細胞には変性がみられなかったことから，ほとんどが交差性で，蝸牛神経とシナプス結合する
LOC（1ateζa1o1ivo－coch1ear）システムが，P1の起源に深くかかわっていることが示唆された。
　実験皿で観察されたP1の消失が，遠心性神経の破壌に特異的なものであることを確認するため，
実験㎜では，求心性の蝸牛神経を切断，あるいはアルゴソレーザー照射により破壌し，蝸電図を記録
した。その結果，実験巫とはまったく異なる異常波形が観察された。
　第4章では，近年報告されているo1ivo－coch1ear　bびnd1eによるmaski㎎現象へのかかわりについて
研究するため，実験1V，V，V及び実験Wを行なった。
　実験1Vでは，o11vo－coch1eaζbundleが実際に聴覚におけるmasking現象に関与しているのかどうか
確認するために，forward　no1se　maski㎎条件を用い，モルモットの前庭神経（COCB及びUCOCBを
含む）切断によるCAP　mask1Ωgへの影響を観察した。その結果，15例17耳中12例13耳において，前庭
神経切断後あきらかなmaski㎎効果の減少が認められ，olivo－coch1ear　b㎜dleがmaski㎎現象にかか
わっていることが示された。
　実験V及び実験Mでは，o1ivo－coch1ear　bund1eなこよるmaski㎎効果の時間的特性について調べ，そ
の結果，o11vo－coch1e跡bundleによるmaski㎎効果の潜時は，30ms以下であることが示された。これ
は，音響刺激に対する単一遠心性神経の反応時間が，およそ20㎜sであるとする先行研究の結果に相
応していた。
　実験Vで観察されたmaski㎎現象が，olivo－c㏄h1ear　bund1eのうち，COCB，UCOCBのどちらによ
るものなのか調べるために，第四脳室底で一COCBのみを選択的に切断した実験Wでは，神経切断によ
るforward　noise　maski㎎へのあきらかな影響は確認できず，今回観察されたmaski㎎現象が，主
にUCOCBにより引き起こされていることが推察された。
　結論として第5章では；今回得られた知見と先行研究をもとに，o11vo－coch1ear　nervous　systemの
性質とol1vo－coch1ear　b㎜dieを含むauditory　feedback　loopの機能について以下のようにまとめた。
　交差性のCOCBへの電気刺激は，CAPの抑制とCMの増大をともない，非交差性のUCOCBへの電
気刺激は，CAPの抑制はともなうが，CMへは影響を及ぼさないことから，これらの遠心性神経系
が，ともに蝸牛神経の活動を抑制するが，その性質は異なっていることがうかがわれる。これらの遠
心性神経は，音響刺激に，周波数特異的に反応し，聴覚におげるfeedback1oopを形成していると考え
られる。音響刺激に対する単一遠心性神経の反応時問は，20ms前後であると報告されており，今回観
察されたo1ivo－coch1ear　bund1eによるmasking現象の潜時も，30ms以下であり、先行研究に相応し
ていた。
　動物のCOCBを切断しても，ABRやCAP，行動学的純音域値に変化はみられないとされており，
本研究でも，COCB切断によるCAPやABRへの一貫した影響は認められなかった。
　Da1gneau1t（1974）は，前庭神経切断によりP！が減少するこ’とを観察し，P1の起源に遠心性の神
経支配がかかわっていると報告しているが，Beagleyら（1977）は，P1の現象は，遠心性神経ではな
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く，蝸牛神経の損傷にともなうものであると論じている。本研究では，蝸牛神経へ損傷を与えずに前
庭神経を破壌するために，アノレゴソレーザーを用いた。レーザーにより神経を破壊した例でも，一貫
してP1の減少が観察され，前庭神経に随行するUCOCBが，P1の起源に関与していることが示唆
された。また，P1減少の理由として，negative　SPの出現が考えられるが，反応がadaptati㎝を示
したことから，この可能性は否定された。
　Capps　and　Ades（1968）やCarlierand　Pujo1（1982）は，olivo－c㏄h1ear　bund1eが，内耳での周波
数弁別力を高める役割を担っていると推論しているが，近年の研究では，COCBを切断しても，単一
聴神経のtuni㎎㎝rveやCAPのtuΩi㎎㎝rveに変化がみられないことが報告されている。
　一方，RajaΩらは，強大音負荷による一遇性域値上昇（temporary　thresho1d　shifts；TTS）が，対側
蠣牛の破壊により減少すること（RajaΩand　JohΩst㎝e，1983），COCBへの電気刺激によっても
TTSが減少すること（RajaΩ，1988），さらに，対側耳への音響刺激呈示によってもηSが減少する
が，COCBを切断すると，このような効果はみられないことを示し（Rajan＆Ωd　Jo㎞st㎝e，1989），
両耳間に，相互的蝸牛防護メカニズムが存在し，COCBがそれを伝達していると述べている。
　o1ivo－cochlear　bundleによるmasking現象へのかかわりについては，COCBが関与しているとす
るB㎝fi1sら（1986．1987）の研究，UCOCBによるものであるとするWa鵬Hnd　Libemaη（1989）
の研究，さらに，COCBはmaskingにはかかわっていないとするRajanら（1990）の研究と，統一し
た見解が得られていない。今回の研究結果から，少なくともUCOCBは，masking現象にかかわりが
あることが示され，masking現象が，olivo－coch1ear　bund1e，特にUCOCBを含むau砒ory　feedback
loopの機能のひとつであることが確認された。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は，聴覚における遠心性神経東として知られるo1ivo－coch1ear　b㎜d1eの機能を解明するため
に，モルモットを用いてolivo－cochlear　bund1eの破壊実験を行なったものである。
　実験により，o1ivo－coch1ear　b㎜d1eが，聴覚におげるmasking現象に深く関与していることを確か
めたのみならず，その殆どが，UCOCB（非交差性o1ivo－cochlear　bund1e）により介在されていること
をあきらかにしたことは評価できる。さらに，この遠心性神経系によるmaski㎎効果の潜時が30ms以
下であることを実験的に示し，先行研究にみられる音響刺激に対する単一遠心性神経の反応時問と対
比した点は興味深い。
　しかしながら，特定部位の破壊前一破壌後におげるCAPに対する計測を高精度に保つ等の音響上
の実験的工夫が要求される。とは言え，本研究は聴能学の基礎的分野に貴重なデータを提供し，臨床
医学及び聴覚障害学に貢献するところ大である。よって本論文は，学術博士に値すると判定する。
　よって，著老は学術博土の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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